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姦
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鈴
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号

三
朝
町
碗
鼻
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
l
部
改
正
忙
つ
い
て

次
の
と
か
J
E
{
三
朝
町
碗
員
の
給
与
に
関
す
る
兵
例
等
の
-
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
地

方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
蹄
六
十
七
号
)
窮
九
十
六
条
節
丁
項
の
規
定
に
よ
わ
､
本
読
会

I

の
鼓
決
を
求
め
る
｡

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
l
　
日

三

朝

町

長

　

　

額

　

　

出

　

　

光

-

巳

●

ヽ

肇
鷺
六
年
賃
指
針
日
原
尊
可
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三
朝
町
儀
金
歯
農
牧
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嶺
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王

朝

町

条

例
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号
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一

こ
高
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
l
部
を
改
正
す
p
9
条
例

一

(
三
朝
町
母
負
の
給
与
に
韻
す
,
9
粂
例
の
一
都
改
正
)

三
朝
町

缶
二
条
　
敬
具
の
給
与
陀
関
す
る
条
例
(
昭
空
耳
八
年
=
扇
町
条
例
堅
l
十
五
号
)
の
蒜
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
｡
.

桑
-
粂
及
び
第
二
粂
中
｢
扶
兼
手
当
｣
の
↑
陀
｢
､
鑑
唐
手
当
｣
を
加
え
る
･
｡

I

弟
三
条
第
一
項
中
二
等
敬
｣
を
r
〓
等
級
｣
に
改
め
る
.

弟
四
条
警
ハ
萌
中
｢
十
二
月
を
)
杏
.
r
十
1
首
(
五
+
]
ハ
歳
以
上
の
年
齢
で
規
則
で
定
め
る
も
の
を

こ
え
る
職
員
に
あ
っ
て
杜
､
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
上
か
､
十
八
月
又
空
耳
g
i
月
)
を
L
 
k
L
r
　
｢

十
着
の
･
期
間
｣
宕
｢
当
疫
艶
聞
｣
芸
S
'
]
同
芸
八
慧
r
そ
の
給
料
一
品
が
磯
員
の
写
る
教

/

務
の
専
観
覧
け
る
給
料
の
僻
の
最
高
-
あ
る
場
合
｣
を
｢
職
務
の
等
級
に
か
け
る
給
料
の
嬢
の
最

1

高
額
を
受
け
る
警
輿
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
敬
具
L
 
K
改
め
る
｡

■薪
十
条
の
次
に
次
の
f
集
を
加
え
る
｡
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(
住
居
手
当
)

弟
十
条
の
こ
　
自
ら
居
住
す
る
た
め
箆
宅
(
貸
尚
を
含
む
o
)
を
博
少
受
け
､
月
警
二
千
肝
を
こ
え
る

家
賃
(
使
用
料
を
含
む
｡
以
下
同
じ
｡
)
を
支
払
っ
て
S
る
職
員
(
有
料
宿
舎
を
貸
与
さ
れ
､
､
使
用

料
を
支
払
っ
て
い
る
職
鼻
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
･
#
員
を
除
く
｡
)
　
t
i
は
､
そ
の
家
嚢
の
接
と
三
千

円
と
の
差
鞄
の
二
分
の
一
(
そ
の
差
額
の
二
分
の
l
が
三
千
円
を
こ
え
る
と
き
は
三
千
円
と
し
､
そ

の
妻
板
の
二
分
の
ー
に
首
円
東
浦
の
塊
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
少
捨
て
.
る
O
)
　
の
月
数
S
t
箆

居
手
当
を
支
給
す
る
｡
I

′
2
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
､
住
居
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
夜
番
韻
は
､
規
則
で
定
め
る
｡

第
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7
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項
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二

号

を

次
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よ
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町

改

め
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/

〓
　
前
項
ー
第
二
号
に
鴇
げ
る
磯
貝
九
首
円
愚
別
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
上
身
通
勤
が
不
使
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
職
良
に
か
つ
て
姓
､
千
四
盲
円
)

軒
十
七
桑
第
1
項
中
｢
五
首
十
円
｣
を
｢
大
官
l
宇
M
L
誓
　
｢
七
盲
六
十
五
.
円
｣
を
｢
九
育
三
十

円
｣
U
;
｢
三
千
警
日
巴
を
｢
四
千
四
首
円
｣
に
改
め
る
｡

粛
十
九
条
第
二
項
中
r
百
分
の
九
十
｣
を
r
盲
分
の
首
｣
忙
改
め
る
｡
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基

準
に､鞘

す

る

条

例
の

;√T

群-

改

正
ヽ.■'

朗
か
､
附
則
由
七

窯
で
奄
翻
身
I
:
野
郎
考

＼

ザ

b

t

'

凝
と
し
､
附
則
,
*
手
/
一

二
項
及
び
附
則
第
や
押
野
を
朝
聖
.
隙
勤
務
十
.
三
凝
滞
轍
糾
射
相
磯
と
療
怒

ご
こ
朝
町
企
業
聴
農
の
頼
み
抄
醸
甑
及

聖
姦
　
三
朝
町
企
薬
親
展
の
放
鳥
の
積
載
及
び
海
漕

.
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･

托
朗
サ

&
条
例
還
御
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
撃
t

十

七

号

)

の

t

静

を

次

の

よ

う

陀

改

正

す

る

か

　

　

　

　

　

′

や

粛
二
条
警
表
中
蒜
蕃
手
当
｣
の
寺
陀
･
r
t
睡
商
学
空

■

■

第
六
条
の
次
に
次
の
r
蚤
を
敵
え
る
¢

せ
加
え
る
｡

▲
J
､
.
1

T

(
民
居
手
当
)

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

､

ヽ

第
六
条
の
土
　
民
居
手
車
#
r
自
ら
潜
食
凍
る
た
め
軽
骨
芸
馳
軒
蜜
等
)
を
借
豊
誓
月
警
手

･

▼

円
を
こ
去
る
家
賃
違
用
科
を
潜
む
｡
)
を
芸
-
憲
撃
雲
有
料
橋
沓
/
墨
ち
孟
,
賃
料

を
支
払
っ
て
S
る
戦
鼻
を
除
く
｡
)
托
対
し
て
支
給
す
鳶

∫

附
則
警
表
及
び
附
則
糸
田
濃
密
靭
･
-
1
･
附
則
第
五
境
を
附
加
警
壷
に
替
め
る
｡

三
朝
町
技
能
労
務
厳
島
の
給
与
や
種
類
及
び
基
準
に
朗
す
る
轟
例
の
蒜
改
正
V

L

^

　

+
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ワード

･
予
二

第
四
条
　
三
朝
町
技
能
演
舞
散
見
の
教
卓
の
輝
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
,
(
帝
都
四
十
五
年
主
観
町
条
例

第
六
号
)
　
の
-
部
を
次
の
よ
き
に
改
正
す
る
O
･

J

粛
二
条
及
b
.
撃
二
条
第
-
項
中
r
故
兼
手
当
｣
の
下
に
｢
､
捷
唐
芋
塾
｣
を
加
え
る
｡

第
的
条
の
次
托
草
r
e
一
条
を
加
え
る
.
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鑑

居

手

当
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●

煮
四
条
の
二
　
位
居
手
当
は
'
自
ら
居
能
す
る
た
め
住
宅
(
貸
間
を
含
む
.
)
を
億
や
受
け
､
月
撃
二
千

I

円
を
と
え
る
家
賃
(
使
用
料
を
含
む
o
)
を
支
払
っ
て
い
る
職
長
買
掛
年
番
を
貸
与
溜
れ
'
便
潤
科
,

を
支
払
っ
て
い
る
磯
臭
を
除
く
｡
V
 
K
対
し
て
支
給
す
る
o

I

4

･

･

附
則
第
三
蛮
及
び
附
則
第
四
項
を
剃
る
O

･
･
(
騎
兵
の
特
攻
勤
務
手
当
に
髄
す
る
条
例
の
一
離
改
正
)

給
五
条
　
職
員
の
特
殊
郵
券
手
当
に
潤
せ
る
轟
例
(
昭
空
l
十
A
望
遠
町
条
例
空
言
六
号
)
の
蒜
を

政
の
よ
う
転
改
正
す
る
｡

解
す
五
条
弟
二
項
中
r
四
万
五
苧
B
:
｣

ヽ
●

を
r
七
万
,
円
J
慨
改
池
島
o
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則

(
施
行
期
日
等
)

J
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一

-
＼
　
こ
の
条
例
紋
､
令
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
Q
l
た
だ
し
ヽ
欝
蒜
申
三
朝
町
域
′
員
の
給
与
把
関
す
る
条
例
.

桑
四
条
寅
六
項
及
び
第
八
演
の
改
正
規
定
誓
昭
和
鍔
十
六
年
四
月
1
日
か
ら
兼
行
す
る
O
 
i
.

2
　
讐
条
の
鋭
意
蒜
項
た
だ
し
音
に
蘇
る
警
二
軍
蒜
く
O
)
登
る
改
訂
後
讐
扇
町
警
芸
給

与
陀
鞄
す
る
条
例
(
以
号
r
凌
正
後
の
条
例
｣
と
い
う
｡
)
の
規
程
　
蒜
典
例
衆
十
七
糸
琉
l
義
の
規

)

定
を
除
も
)
､
撃
完
の
規
定
(
三
勧
町
企
業
聖
篭
鉛
毒
の
種
類
及
び
基
準
に
掴
す
る
桑
毎
附
則

■

警
l
讐
由
則
弟
四
項
及
b
附
則
財
五
項
　
に
係
る
改
正
規
定
を
臨
-
o
)
に
よ
る
改
正
後
の
三
朝
町
企

東
灘
鼻
の
給
与
の
趣
頻
及
び
基
準
に
軸
す
る
条
例
の
規
定
､
及
び
鮮
四
条
の
規
定
〇
二
朝
町
振
能
労
教
範

鼻
の
給
与
の
蔑
難
及
び
-
基
準
妊
節
す
る
条
例
附
則
撃
二
晩
及
び
附
則
第
的
褒
陀
係
る
改
正
規
定
を
除
く
O
)

～

.

把
よ
る
改
正
後
の
扱
能
労
務
磯
風
む
給
与
の
種
類
及
び
基
準
綻
静
す
る
条
例
の
奴
だ
華
昭
和
凶
十
五
年

五
三
日
か
ら
､
改
正
後
の
条
例
射
す
ヤ
粂
讐
損
の
規
定
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
儀
正
鼓
の
警
只

r

の
特
殊
勤
務
事
蟹
に
騒
す
る
条
例
の
規
定
誓
昭
和
殴
十
六
年
7
月
F
 
E
か
ら
逮
捕
す
る
｡
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(
最
高
号
給
等
の
切
替
え
等
)

5
　
時
和
四
十
五
年
五
月
一
日
　
(
以
下
r
切
替
日
｣
と
い
う
●
)
の
前
日
忙
A
i
て
職
務
の
尊
敬
の
最
高
の

I

号
姶
又
は
最
高
め
号
絵
を
と
え
る
給
､
科
月
魚
を
受
け
る
管
見
の
切
替
日
に
か
け
る
号
拾
又
壮
給
料
月
､
額
及

び
こ
れ
ら
卦
受
け
る
期
間
に
通
弁
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
､
規
則
で
定
め
ち
.

(
切
替
期
間
に
か
け
.
る
異
動
者
の
号
給
等
)

4
　
切
替
日
か
ら
こ
.
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
陶
(
以
下
｢
切
替
期
間
｣
･
と
S
う
｡
)
　
に
お
S
で

第
t
条
の
.
規
定
陀
上
る
改
正
前
の
戟
負
の
給
与
に
関
す
る
,
条
例
(
以
下
｢
改
正
前
の
条
例
｣
1
と
S
う
｡
)
一

の
規
定
に
上
少
､
新
た
に
冶
科
表
の
適
用
を
受
け
る
亡
と
と
な
っ
た
敬
具
及
び
そ
の
農
す
る
職
務
の
尊
敬

又
は
そ
の
凄
け
る
母
船
美
し
く
技
給
料
月
額
忙
異
動
の
あ
っ
た
職
員
の
う
ち
､
町
長
の
定
め
る
聴
嶺
の
改

正
後
の
条
例
の
規
定
に
上
る
当
蘇
適
用
叉
元
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
又
紘
給
料
月
叡
及
び
こ
れ
ら
を
受

け
る
こ
と
と
そ
る
叔
陶
枚
､
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
だ
上
る
｡

(
切
替
日
新
の
異
動
者
の
号
給
等
の
-
鞘
亜
)
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I
 
L
L
'
切
替
目
前
に
職
務
の
等
敏
を
鼻
に
･
し
て
異
教
し
た
鶴
見
及
び
町
長
の
定
め
る
こ
れ
に
拳
ず
る
職
員
の
切
一

撃
日
に
か
け
る
号
姶
叉
は
綾
瀬
月
額
及
び
こ
れ
ら
.
を
受
け
る
と
と
七
な
る
期
間
に
つ
い
て
旺
'
そ
の
者
が

切
替
日
に
お
い
て
職
務
の
等
級
を
輿
に
す
鼻
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
宴
と
認
め

I

ら
れ
る
酸
度
に
お
S
I
J
'
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
陀
よ
わ
､
必
衰
怒
萌
塵
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
2

･
(
旧
号
給
等
の
基
推
)

占
　
附
則
窮
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
.
で
は
'
改
正
前
の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
上
身
親

展
が
餓
し
て
い
た
祇
務
の
垂
線
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
又
は
給
料
月
毎
誓
同
条
例
及
び
こ
れ

打
撃
つ
く
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
を
け
れ
は
な
ら
な
い
｡

I
(
医
療
瑞
の
給
､
科
月
数
の
切
替
)

7
.
医
溌
載
給
料
表
の
適
用
を
優
け
る
者
の
給
料
月
観
の
功
番
托
,
 
J
切
替
臼
の
前
日
に
そ
の
昔
が
受
け
て
S

'
た
､
等
級
の
､
号
給
を
改
.
正
後
の
別
､
襲
第
四
空
一
.
等
級
の
同
じ
号
給
に
切
替
え
る
.

ヽ

-

(
給
与
の
内
払
)

8
　
改
正
前
の
魚
例
の
規
定
に
撃
つ
S
て
l
切
替
期
間
拡
散
鼻
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
'
改
正
後
の
条
例
の
規

定
に
上
る
舟
与
の
内
払
と
み
を
ナ
●

n
H
一

い

l
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二
二
等

I

(
町
規
則
へ
の
委
任
)

9
 
･
附
則
堅
二
項
か
ら
前
項
ま
で
讐
止
め
る
も
の
の
ほ
か
､
こ
の
東
側
の
施
行
に
馳
し
必
蟹
だ
要
項
誓
町

規
則
で
定
め
る
0

纂

∫


